




















































































































また、室町末期から江戸時代にかけての音韻変化の例として、 「まうす(申す) (m担 su)J 















窪薗 (1999:101)は、この現象について、 2つの母音連合に対し、前部要素(この場合は /oi/の
/0/) の高舌性 (highness) と、後部要素 /i/の後舌性 (backness) が融合した結果、 /e:/が生
成されるとしている。
(2)窪薗(1999)による、 「すごしリ→「すげーJ (!oi/→ /e:!) の説明




















開合の区53IJとは、かつての母音連合 au(図 4①)と、 OU，OUO， eu， iu(図 4②)が、室町時代
末期には同じくオ段長音でありながら、前者と後者の音質の区別があったとされる。それぞ
れ「開音J i合音」と呼ぶが、 『日本大文典~ (1604-1608，ロドリゲス)によれば、開音はる
と表記され、 「拡がるる」との記述があり、 IPAでは[::>:]、一方合音は δと表記され「窄(す











② OU， ouo， eu. iu 
開合の区別 | 























格活用)の場合である。 (5)の活用形は正しくは、 「着られるJ r見られるJ r信じられるj



























































































れる。鳥取方言も同様に、 「んj の連用形「ん」に「てj が後続するが、鼻音の後で有声化
し、 「でj となり、 「んで」となる。標準語と鳥取方言の「しなくてJ rせんでJは次のよ
うに派生している。
(18) 標準語: しーなくーて





























あすなろ白書問 天体観測 10) SUMMER NUDE10) 
(1993年) (2002年) (2013年)
マジ 3 8 48 
やっぱ 7 10 31 
~じゃん 20 40 119 
このうち、 「マジ」については、 「あすなろ白書」では散発的に 3回発せられたに過ぎない



















さらに、派生語が多いことも定着を促す。 Iマジ」については、 「マジギレJ Iマジうざ」
など複合語が多く派生すること、また、「マジむかつく!Jのような副詞としてのふるまい、
















(24) 「危険であるJ → 自分の気持ちが抑えきれないほど「危険であるj




























松本 (1993)によると、 「愚かJの意味で、 「パカJと言うのは関東から東北地方に集中し





































































11) W大辞 林 第 3版J (2006年、三省堂)に「まじ」の項がある。
まじ:②(主に若者言葉で)本当であるさま。また本気で、あるさま。 IーになるJ Iー
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